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アルミニウム反射鏡
東京芝浦電氣株式會祉マツダ中洲研究所　守屋義麿
　今日金騒反射鏡の研究が，ガラス裏面反射鏡程度の性能及び製作の容易さを
得ることを具艦的な目標として盛んに行はれてるる．實際金屡反射鏡もガラス
裏面反射鏡程度の性能及び製作の容易さがなかったならば，専用にはならな
い．帥ち實用になるには
　1）　反射率は少くとも85％は必要である．
　2）反射鏡表面の埃や汚れを：取去るのに，拭うたり洗ったりしなければなら
　　ないが，それに耐へるだけの表面の堅さ及び丈夫さが必要である．
　3）反射面の耐蝕性はガラス裏面反射鏡の反射面の耐蝕性に近いものでなく
　　てはならない．
　4）製作が容易でなくてはならない．
と云ふ4つの條件を漏足する必要がある．
　筆者も上記の實用になる條件を目標に，金属反射鏡の研究を始めた．色々砥
回した結果，眞室里馬によって沈著した薄膜を使っては，試用になる金尽反射
鏡は作れないと云ふことS，實用になるものを作るには，（1）ガラスの様な透
明な丈夫な皮膜で反射面を被覆するか，（2）硬度が高く，耐蝕性の，高反射率
をもつた合金を磨くか，何れかによるより外にないと云ふ結論に達した．
　丁度アメリカでAlzak　Reflectorと云ふアルミニウムを磨いて表面に透明
な，丈夫な酸化皮膜を作ったナルミニウム反射鏡が作られた．この反射鏡は製
作の困難さを除いたら，異々實用になる條件を漏足してみるもので，金属反射
鏡としては全く劃期的なものである．若し此の型式の正反射鏡の製作が容易に
なったら，幽門に實用になるものと考へ，筆者はその製作の研究を進めて行っ
た．そして此の型式の正反射鏡で，實用になる鯵切を略々満足するものを確實
に作る方法を得た．以下それに就いて報告する．
　　　　　　　　1．アルミニウム反射鏡を作る方法に就て
　凹面反射鏡を作る場合に就て述べる．所望の凹面に等しいガラスレンズの凸
面上に，眞室蒸獲によってアルミ＝ウムを沈著させる．アルミニウムの沈箸暦
の厚さは，少くとも10μはなくてはならない．最後には表面を陽極酸化に依
って酸化皮膜を作るのであるから，沈著暦は厚い程よいことは勿論である．蒸
獲にはタングステンを直接加熱禮とした．次に銅メッキして裏打補強するので
あるが，直接アルミニウム上に電氣メ。キする事は出來ないから，仲介暦を作
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る必要がある．筆者の研究によると，女の様な構威にすると裏打補記がうまく
行く～二とが解った．
　　　　　　　（ガラスレンズ）一A1－Cr一一（Cr－Ag）一Ag－Cu
　帥ち，ガラスレンズ上に眞室蒸獲によってアルミニウムを沈著させ，その上
に同じく晶晶高湿によってクロム，クロムと銀との合金，銀と次ぎ次ぎに著け
て最後に銅を二心メ。キする．つまりCr一（Cr－Ag）一Agが仲介層になるわけ
である．之を圖示すると第1圖の檬になる．樹，ク・ム及び銀に代り得るもの
はあるが，今迄の所上記の構成が最：も
良い結果を得た．裏打の銅メッキが終
ったらガラスレンズをi熱膨脹の差を利
用して剥ぎとる．さうすると第2圖の
様に純度の高いアルミニウムを反射面
とした凹面表面反射鏡が出屠る．
　かやうにして作られたアルミニウム
反射面は，ガラスVンズ上に薄く沈著
したアルミ＝ウムの表面よりも滑らか
な感じがする．腕脂綿で拭って見ても，
傷がつきにくい．反射率もガラスレン
ズ上に薄く沈著したアルミニウムのそ
れより少し良くて90％である．
　次に表面に透明な酸化皮膜を作って，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　それに防水庭理を施せば之で目的のア
ルミ＝ウム反射鏡が出來上る．酸化皮膜を作るには筆者は硫酸を電解液として
好結果を得た．防水虚理の方法も色々あるが，加墜蒸氣警巡に依っても良結果
を得た．
　上記の様にして作られたアルミニウム反射鏡が，どの程度實用になる條件を
充たしてみるかと云へば，
　1）　反射率は83～85％で，ガラス裏面反射鏡に劣らない．
　2）表面はベンガラで磨ける．そして石鹸で洗って汚れをとる事が出遜る．
　　併し酸化皮膜が尚薄いので，ガラス表面に比べ得る程丈夫ではない．
　3）反射面の耐蝕性は酸化皮膜に防水虞理がしてあるので，ガラス裏面反射
　　鏡の銀反射面の耐蝕性に劣らない．
4）製作が容易かどうかであるが，ガラス裏面鏡が一．一つk々ガラス板からガ
　　ラスレンズを作り，銀を山けて防蝕虚附することを考へると，筆者の方法
　　によるものは原理的にガラスレンズ1箇で反射鏡が何箇でも作れるし，翼
　　室蒸獲も困難なものでないからガラス裏面鏡に比べて製作が面倒なものと
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　　云へない．
　綜合して見ると，未だガラス裏面反射鏡には劣ってみる．併し將來ガラス裏
面反射鏡に劣らないものが出回ると云ふ見込は十分にある．
　　　　　　　II．アル黒ニウムに銅ま電氣メッキするときの
　　　　　　　　　仲介暦に就て
　アルミニウム二二唐は多孔質であるから，仲介暦は乾式で作る必要がある．
それには眞室蒸獲に依って作るのが一番よろしい．仲介暦として銅の直接下地
になるものとしては化學的性質の優れた銀か銅が良い．アルミニウムの直接下
地になる金鵬をMとして仲介層を構成すると，
　　　　　　　　　　　　　M一（M－Ag）一Ag
となる．（M－Ag）はMとAgとの合金を表し，　AgはCuとしてもよい．問
題はアルミ＝ウムに依って附著する金属Mを見出すことである．
　Mを見出す方法としては
　　　　　　　（ガラスレンズ）一A1－M一（M－Ag）一Ag－Cu
として，實際にガラスレンズから剥ぎとる試験をするのである．ガラスレンズ
表面とアルミ罫ウムとが十分によく附置してみなV・と，銅メ。キが出來ないか
ら，若しかラスレンズとアルミニウムとの間で剥げたら，實用的にMはアル
ミニウムによく附着すると考へてよい．三隅的な金蜀に就いて實1験した結果，
附民力の葺きV・ものとしてはCr，　Ni，　Fe，　Al，附二三の小さいものとしては
Ag，　Cu，　Auが見毘された．附三三の大きV・ものN中で；Crに依る仲介暦が
最も結果がよかった．郭ちAl－Cr一（Cr－Ag）一Agをイ中介層として採用し
た．
　樹アルミニウムによく附著する金属はガラスにもまたよく附著することが解
った．ガラスとアルミニウムとに何か類似性があると考へてよい．ガラス及び
アルミニウムによく附著するもの冒オン牛径が，共に小さいことも注意され
てよい．，イオン山径の黙から實験した時Si，　Rhもよくガラス及びアルミニウ
ムに附著する．　　　　　　　　［電氣學會雑誌，第642號，昭和15年七月號より］
　　　　　　　（上揚の研究論丈は著者の許可を得て輻載す一高城）
“月と6ペンス”
　申言公論肚獲行の現代世界文學叢書にサマセット・モ1ム原作，中野好夫繹
の「月と6ペンス」がある．不世出の三家ポ1ル・ゴ1ガンの藪奇なる一生を
描いた名小論．題名はスタンダ1ルの「赤と黒」と同じく，象徴的な意味を含
んだものである．
